
 

 

   2011 年 5 月～2012 年 3 月まで、どうぞよろしくお願いいたします 

 

 

執行委員長＆阿見事業場過半数代表者  白岩雅和 

  

経済情勢を反映して賃上げを中心目標とした労働組合運動が高揚し、労働者の生活・権利

の面で大きな前進がみられた６０〜７０年代。日本の経済不況、国際的位置の下落の中で、

賃上げの見通しもつかず、労働運動の具体的な目標も不鮮明になった９０年代後半。そして

現在、財界、政界の戦略に基づいて大学の方向性が左右される時代。非常に難しい時代であ

り、皆が多忙を極め、疲弊して自分のことで手一杯ではありますが、それ故に組合ががんば

らなければならない時代でもあると思います。１０２期執行部としては以下の案件を中心に

活動していこうと考えています。 

１. 労使協定は、私たちの労働条件を決める極めて大事な協定でありますが、当局からこち

らに提示される時期が遅く（本年度は４月１５日）、意見が出し難い状況にあります。この

件については、提示される時期を待っていれば後手に回りますので、団体交渉の際に申し入

れようと考えています。 

２.様々な組合活動を行おうとする時、組合の組織率の高さが大きな力になります。労働組合

が無くても労働者の過半数を代表する者がいれば当局との労使協定の締結などには影響が無

いと思っている非組合員の方もいらっしゃいますが、過半数代表者と労働組合の大きな違い

は、労働組合だけが交渉権を持っていることにあります。そのことを説明し、組合の組織率

を上げていこうと思います。 

３. 農学部労働組合は労働協約を締結していませんので、今期、労働協約の締結を検討しま

す。労働協約は労働組合と当局との契約であることから、原則として締結した労働組合に加

入している組合員にのみ適用されるものです。したがって、労働協約の締結は組合員になる

ことの意味もはっきりしてくるものと思われます。良い意味でこれが新規組合員の加入に繋

がればと考えています。 

４.過去に新規組合員加入の促進と予算の節約を目的に組合費を値下げしてきましたが、現在

の組合運営においては特別会計からの繰り入れが必要な状況になっています。一般会計・特

Vol.102  No1 
 2011.6.1 

茨城大学農学部

労 働 組 合



別会計の使途および組合費のあり方と現在の組合の活動内容およびこれからの組合の活動の

方向性を考え合わせた組合財政の検討を行います。 

５.現在の役員任期は４月１日〜３月３１日になっていますが、前執行部からこの時期は本務

の切り替え時期と重なって引き継ぎし難いという理由で５月１日〜４月３０日に変更しては

どうかという引き継ぎがありましたので、検討してみたいと思います。 

６.組合の力は組合組織率の高さに加えて、現場からの多くの声、多くの組織の連係が非常に

大切であると思っています。したがって、なるべく多くの職場懇談会の開催、水戸・日立地

区の組合との連係の強化をしていきたいと思います。組合員の皆様の多くの声をお寄せくだ

さい。 

 以上のような方針で１年間、執行部一丸となってがんばりますので、組合員の皆様のご協

力をよろしくお願い致します。 

 

副執行委員長  青柳陽介  

 

 第 102 期執行部の副委員長の青柳です。よろしくお願いします。 
ほとんど幽霊組合員でしたので、なにもわかりません。性格も 
ノホホホーンですので、足だけは引っ張らないように勉強したい 
と思っています。 
 

書記長 牧山正男 

 

牧山＠第 102 期書記長にとっての大きな責務のひとつが，労働協約の作成および締結に向け

ての邁進だと認識しています．ここで労働協約とは，労働組合と使用者との間で結ばれる取

り決めのことで，その効力は組合員のみに適用されるものです．例えば東北大学職員組合が

この 3 月 7 日（震災直前！）に当局と合意した労働協約を見ると，「入試業務手当の見直しを

行い，手当の額を同規模大学並みとする」という記述があります．すなわち，組合員に関し

ては入試手当が増額されるということが約束されたわけです．このように，労働協約とは組

合としての権利でもあり，また新規組合員獲得のための切り札のひとつだとも考えることが

できます．したがって，今期，というよりできる限り早急に，労働協約の締結の実現に向け

て取り組んでまいりますので，なにとぞご協力をよろしくお願いいたします． 

 

 

庶務委員 宇津木芳雄 

  

庶務委員を引き受けました。FS センターで仕事をして 

います。今年 1年どうぞよろしくお願いいたします。 

 



庶務委員（会計） 阿部朋美 

                    

                   庶務委員（会計）を賜りました学務係の阿部です。 

                   いつもお世話になりありがとうございます。「茨大 

                   農ファン」が増えるように努めて参ります、よろ 

       しくお願い致します。 

 

新組合員のご紹介コーナー 

 

 

みなさまこんにちは。昨年９月から総務係でお世話になっています。「農学部は良いよ～～」

と入った直後から聞いていましたが、昨年の鍬耕祭でフリマを体験したり、バーベキューで

美味しいお肉をご馳走になったりと本当に楽しく過ごさせていただいています。 この春も美

しい桜並木を通勤途中で見ながら心癒されていました。近くに住んでいながら大学敷地内に

は一度も入ったことは無く、なんとなく敷居の高そうなイメージを持っていたのですが、印

象が変わりました。 

趣味が食べることなので毎回パンの試食が楽しみです。将来、農学部のパンが販売されて

いるの見かけたら、言いたい放題アンケートに答えていた頃のことを懐かしく思い出すと思

います。陰ながら応援させていただきたいと思います。宜しくお願い致します。 

（総務係 柴原浩子） 

 

組合員の皆様，はじめまして。この度の大震災により被災された方々には，心からお見舞

い申し上げます。 1 日も早い復旧と皆様のご健康をお祈りしております。私の実家はいわき

市ですが，家族や親戚，友達も，ケガなく無事に過ごせていることに感謝しております。と

ころで，最近は新米教師であたふたしつつ，お琴の演奏会に向けてバタバタしています。心

に余裕を持ちたい今日この頃です。何かとお世話になることと思われますが，よろしくお願

い申し上げます。（地域環境工学 西脇淳子） 

 

うお座のＡ型 几帳面そうで大ざっぱ。 

茨城生まれの茨城育ち。完璧に茨城弁を話せそうで話せません。   

４月から茨城大学農学部の会計係で旅費を担当させていただい 

ております。まだまだ勉強不足で皆さまにご迷惑をおかけして 

おりますが、なるべく早くスムーズに仕事ができるようにがんば 

ろうと思っております。これからどうぞよろしくお願い致します。 

（会計係 田口久恵） 

 



第 101 期組合大会議事要旨 

開催日時 ：5 月 12 日（金） 12：10～12：50   場所： 農学部第一会議室 

議長：西原先生   書記：浅木先生   大会運営委員：深谷さん、柴原浩子さん 

 

（議事要旨） 

1．第 101 期活動報告 
 第 101 期黒田委員長より賃金関係、就業規則、労使協定関係などについて報告が行なわ

れた。 

 賃金や人事（労働過重の低減など）に関する取り組みを活発に行なってほしいという要

望があった。それに対して組合員の意見を集め、議論していきたい（黒田先生）。 

2. 第 101 期会計報告 

 川又委員より会計報告が行なわれ、了承された。 

3. 第 101 期会計監査報告 

 安江会計監査委員より監査報告が行なわれ、了承された。特別会計（普通預金への繰入

金）の使用方法について今後検討するべきではないかとの意見があった。 

4. 第 101 期活動報告・決算報告が採択された。 

5. 第 102 期役員・代議員の選挙結果報告 

 吉田選挙管理委員長より第 102 期役員・代議員の選挙結果報告が行なわれた。選挙実施

日は 4月 15 日で、投票率は 57％であったことが報告された。また、次期役員の増員の提

案があり、今後の課題とすることとなった。 

6. 第 102 期の会計監査委員に長南先生、長澤先生が選出された。 

7. 第 102 期の委員長に白岩先生、副委員長に青柳先生、書記長に牧山先生、庶務係に宇津

木さん、阿部さんが紹介された。 

8. 第 102 期の代議員長に黒田先生、代議員に小川先生、成澤先生、川又さん、路川さんが

紹介された。 

9. 第 102 期活動方針案提案 
 白岩委員長より、（1）労使協定の時期、計画年休、労働条件、賃金について、民間企業

などとの比較をしつつ検討していくこと、（2）職場の懇談会を労働条件などに関する意

見交換の場にしていきたいこと、（3）組合の体制（ブロック）の見直し、（4）組合の

運営期の変更、（5）組合費の見直し、（6）他組織や水戸や日立の組織との連携につい

て検討していくことが提案された。 
10. 第 102 期予算案提案 

 阿部会計委員より、第 102 期の予算案について提案があった。 
11. 第 102 期活動方針案・予算案が採択された。 
12. 牧山書記長よりスローガンが提案され、採択された。 


